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■ 株式のお手続きに関するお知らせ
単元未満株式の買取・買増制度について

　当社の株式は単元株式数が1,000株となっており、単元未満株式（1～999株）については市場で売買はできませんが、当社に対して1,000株
（単元株式数）となるよう買増請求（購入）することができます。または単元未満株式を当社に対して買取請求（売却）をすることができます。

特別口座から証券会社の口座への振替について

みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
フリーダイヤル　0120-288-324（平日9：00～17：00）

　特別口座に記録されている株式については、特別口座のままでは売買できません（単元未満株式を除く）ので、ご売却等ご希望の場合に
は証券会社に取引口座を開設して、開設された口座に株式を移し替える手続き（振替申請）が必要です。
※現在株券をお持ちの株主様や、以前株券を持っていたが現在所在が分からなくなった株主様は、特別口座で管理されている可能性があり
ますので、当社特別口座管理機関みずほ信託銀行株式会社証券代行部にお問い合わせください。

・証券会社に口座を開設されている株主様は、お取引証券会社にご連絡ください。
・それ以外の株主様は、下記のみずほ信託銀行株式会社証券代行部にご連絡ください。

買増請求（購入）の場合
株主様が800株を所有している場合例

株主様

1,000株（単元株式数）
にしたい

200株の買増請求
買増代金

200株

特別口座から証券会社の口座への振替申請の手続きの場合 手続きに関するお問い合わせについて

株主様

特別口座から証券会社の
口座へ振替申請するメリット
・株式の売買ができる。 2.特別口座からの振替申請 3.振替

1.証券口座開設手続き

買取請求（売却）の場合
株主様が800株を所有している場合例

株主様

売りたい
（0株にしたい）

買取請求
800株

買取代金

みずほ信託銀行株式会社
証券会社

手続き内容 お問い合わせ先

特別口座から
証券口座への
振替請求

みずほ信託銀行株式会社
証券代行部フリーダイヤル
0120-288-324
（平日9：00～17：00）

事 業 年 度 毎年4月1日〜翌年3月31日
剰余金の配当基準日 3月31日
定 時 株 主 総 会 毎年6月下旬
単 元 株 式 数 1,000株
株 主 名 簿 管 理 人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号

みずほ信託銀行株式会社
公 告 方 法 電子公告（http://www.nishimatsu.co.jp/）

ただし、やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができない場合には、
日本経済新聞に掲載する方法により行います。

「ひまわりプロジェクト in 美田園」への協力
ひまわりプロジェクトは、花で地域と地域、人と人

をつなぐ…ひまわりの生長と共に地域の中に元気と笑
顔を育んでいただきたい…そんな想いを持った全国の
企業や大学などの有志による民間プロジェクトです。
「ひまわりプロジェクト in 美田園」は、宮城県名取

市の仮設住宅に隣接する当社所有の土地に、直径
20mの円形とそれを囲む10カ所の2m×3mの長方形
の花壇を造成して「美田園花の広場」をつくり、そこ
にひまわりの苗を植え、地域のコミュニティを育む場
を提供することで、少しでも復興支援に役立つように
と、ひまわりプロジェクト実行委員会と当社が共同で開催したものです。

6月26日、小雨が降る中、首都圏の学生や市民の手によって種から育てら
れ、復興への願いが込められた約1,000本の苗を、仮設住宅住民の皆様を
はじめとする地域の方々や実行委員会関係者など総勢約200名で植え付けま
した。

植え付けたひまわりは、8月に満開となり、10月1日にはひまわりの種の収穫祭を行いました。ひまわり
の後には菜の花を植え、菜の花が終わった後には、またひまわりを植える予定です。当社は、今後ともこ
のプロジェクトを継続的に支援してまいります。

FM仙台「ハートフルライフ」を放送
当社は、7月2日から毎週土曜日の朝8時30分より、FM仙台

が放送する「ハートフルライフ」（25分番組）を提供しておりま
す。この番組では、さまざまな人の感動秘話・人とのつながり
で生まれた逸話など「人と人との絆」をテーマとした心温まるス
トーリーを紹介。番組を聴取されるすべての方にハートフルな
時間と、復興に向けて元気になれる番組を目指して提供してお
ります。
近藤社長も出演しました。

※上記お知らせは、単元未満株式買取、口座振替手続きを強要・勧誘するものではございません。お手続きについては、株主様でご判断いただきますようお願い申しあげます。

トピックス



▪ 株式の状況
発行可能株式総数 800,000,000株
発 行 済 株 式 総 数  277,957,513株
 （自己株式703,925株を含む）
株 　 　 主 　 　 数  28,879名（前期末比396名減）

連結貸借対照表  （単位：百万円）
POINT❶
　長期借入金の返済等により、固定負債
は前期末比201億円減少しました。

POINT❷
　経費削減により、販売費及び一般管理
費は前年同期比21.4%減少しました。

POINT❸
　営業外費用は、円高による為替差損7億
円が含まれているため、前年同期比42.2％
増加しました。
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詳細は当社ホームページで
ご確認ください。

http://www.nishimatsu.co.jp/
西松建設 検 索
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■所有者別分布状況

個人・その他
28,291名
118,096,681株
（42.5％）

外国法人等
163名

55,380,830株
（19.9％）その他国内法人  318名

20,680,798株  （7.4％）

証券会社  56名
6,509,720株  （2.4％）

金融機関
51名

77,289,484株
（27.8％）

▪ 大 株 主
順位 株　主　名 持株数

（千株）
持株比率
（％）

1 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 11,132 4.01
2 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口４） 9,957 3.59
3 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 8,389 3.02
4 CBNY DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 8,227 2.96
5 株式会社みずほコーポレート銀行 5,070 1.82
6 みずほ信託銀行株式会社 5,050 1.82
7 明治安田生命保険相互会社 4,577 1.65
8 西松建設持株会 3,442 1.24
9 三ツ星ベルト株式会社 3,000 1.08

10 メロン　バンク　エヌエー　アズ　エージェント　フォー　イッツ
クライアント　メロン　オムニバス　ユーエス　ペンション 2,954 1.06

注）持株比率は自己株式を控除して計算しております。

平成23年9月30日現在

科　目 前期末
平成23年３月31日

当第２四半期末
平成23年９月30日

資産の部
　流動資産 222,688 207,083
　固定資産 109,309 106,354
　　資産合計 331,998 313,438
負債の部
　流動負債 177,053 182,439
　固定負債 40,499 20,355
　　負債合計 217,553 202,795
純資産の部
　株主資本 107,945 105,934
　その他の包括利益累計額 6,118 4,269
　少数株主持分 379 440
　　純資産合計 114,444 110,643
　負債純資産合計 331,998 313,438

株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
第75期上半期（平成23年4月1日から平成23年9月30日まで）の報
告書をお届けするにあたり、株主の皆様にご挨拶およびご報告をさ
せていただきます。
平成23年12月

代表取締役社長

科　目
前第２四半期

平成22年４月１日から
平成22年９月30日まで

当第２四半期
平成23年４月１日から
平成23年９月30日まで

売上高 135,654 117,429
売上原価 125,518 111,987
売上総利益 10,136 5,442
販売費及び一般管理費 7,519 5,913
　営業利益（△損失） 2,616 △470
営業外収益 787 1,489
営業外費用 1,283 1,825
　経常利益（△損失） 2,120 △807
特別利益 3,944 187
特別損失 1,684 269
　税金等調整前四半期純利益（△損失） 4,379 △890
　法人税等 △225 △58
　少数株主損益調整前四半期純利益（△損失） 4,605 △831
　少数株主利益 228 70
　四半期純利益（△損失） 4,376 △901

連結損益計算書  （単位：百万円）

POINT

❷

POINT

❸

POINT

❶

設 立 年 月 日 昭和12年９月20日
本 社 所 在 地 東京都港区虎ノ門一丁目20番10号

資 　 本 　 金 23,513,643,819円
従　業　員　数 2,398名

▪ 会社概要

北 日 本 支 社 〒980-0804  仙台市青葉区大町2-8-33
 022（261）8161
　札 幌 支 店 〒060-8575  札幌市北区北七条西2-20
 011（728）0211
　東 北 支 店 〒980-0804  仙台市青葉区大町2-8-33
 022（261）8958
関東土木支社 〒105-8401  東京都港区虎ノ門1-20-10
 03（3502）7558
　北 陸 支 店 〒950-0992  新潟市中央区上所上1-16-8
 025（285）0661
関東建築支社 〒105-8401  東京都港区虎ノ門1-20-10
 03（3502）0287

西 日 本 支 社 〒540-8515  大阪市中央区釣鐘町2-4-7
 06（6942）1173
　中 部 支 店 〒461-8558  名古屋市東区泉2-25-13
 052（931）8471
　関 西 支 店 〒540-8515  大阪市中央区釣鐘町2-4-7
 06（6942）1298
　中 国 支 店 〒730-8589  広島市中区国泰寺町2-2-28
 082（247）9281
　四 国 支 店 〒760-8503  高松市番町3-8-11
 087（831）1471
九 州 支 社 〒810-0022  福岡市中央区薬院1-14-5
 092（771）3120
海 外 支 社  〒105-8401  東京都港区虎ノ門1-20-10
 03（3502）7694

▪ 支社・支店の所在地

当上半期におけるわが国経済は、東日本大震災の影
響により厳しい状況の中、サプライチェーンの復旧が進
み企業の生産活動は回復の兆しが見られました。

一方で、欧州金融不安による世界的な景気減速懸念、
急速な為替変動や国内における電力供給制約リスクが
存在し、依然予断を許さない状況が続いております。

このような状況のなか、当社グループの業績につきま
しては、連結売上高は前年同期比13.4％減の1,174億円
となりました。

販売費及び一般管理費は、経費削減の効果もあり前
年同期比21.4％減少いたしましたが、営業利益は売上高
の減少および一部国内工事の損益悪化により、営業損
失4億円（前年同期は営業利益26億円）となりました。

経常利益は円高による為替差損7億円の発生などによ
り、経常損失8億円（前年同期は経常利益21億円）、四
半期純利益については、四半期純損失9億円（前年同期
は四半期純利益43億円）となりました。

なお、当社単体の上半期受注高は、海外において大
型工事を受注したことなどにより、前年同期比42.9％

増の1,258億円となりました。
通期の業績予想に関しましては、連結売上高2,660億

円、営業利益33億円、経常利益25億円、当期純利益
25億円を見込んでおります。

株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支
援とご指導を賜りますようお願い申しあげます。

社長メッセージ 連結財務諸表 会社の概況／株式の状況

業績レビュー

受注高（単体）の内訳

受注高 前年同期比

国　内
土　木 288億円 83.1％増

建　築 474億円 27.5％減

海　外 438億円 （前年同期6億円）

不動産事業等 57億円 7.8％減

計 1,258億円 42.9％増
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関東土木支社 〒105-8401  東京都港区虎ノ門1-20-10
 03（3502）7558
　北 陸 支 店 〒950-0992  新潟市中央区上所上1-16-8
 025（285）0661
関東建築支社 〒105-8401  東京都港区虎ノ門1-20-10
 03（3502）0287

西 日 本 支 社 〒540-8515  大阪市中央区釣鐘町2-4-7
 06（6942）1173
　中 部 支 店 〒461-8558  名古屋市東区泉2-25-13
 052（931）8471
　関 西 支 店 〒540-8515  大阪市中央区釣鐘町2-4-7
 06（6942）1298
　中 国 支 店 〒730-8589  広島市中区国泰寺町2-2-28
 082（247）9281
　四 国 支 店 〒760-8503  高松市番町3-8-11
 087（831）1471
九 州 支 社 〒810-0022  福岡市中央区薬院1-14-5
 092（771）3120
海 外 支 社  〒105-8401  東京都港区虎ノ門1-20-10
 03（3502）7694

▪ 支社・支店の所在地

当上半期におけるわが国経済は、東日本大震災の影
響により厳しい状況の中、サプライチェーンの復旧が進
み企業の生産活動は回復の兆しが見られました。

一方で、欧州金融不安による世界的な景気減速懸念、
急速な為替変動や国内における電力供給制約リスクが
存在し、依然予断を許さない状況が続いております。

このような状況のなか、当社グループの業績につきま
しては、連結売上高は前年同期比13.4％減の1,174億円
となりました。

販売費及び一般管理費は、経費削減の効果もあり前
年同期比21.4％減少いたしましたが、営業利益は売上高
の減少および一部国内工事の損益悪化により、営業損
失4億円（前年同期は営業利益26億円）となりました。

経常利益は円高による為替差損7億円の発生などによ
り、経常損失8億円（前年同期は経常利益21億円）、四
半期純利益については、四半期純損失9億円（前年同期
は四半期純利益43億円）となりました。

なお、当社単体の上半期受注高は、海外において大
型工事を受注したことなどにより、前年同期比42.9％

増の1,258億円となりました。
通期の業績予想に関しましては、連結売上高2,660億

円、営業利益33億円、経常利益25億円、当期純利益
25億円を見込んでおります。

株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支
援とご指導を賜りますようお願い申しあげます。

社長メッセージ 連結財務諸表 会社の概況／株式の状況

業績レビュー

受注高（単体）の内訳

受注高 前年同期比

国　内
土　木 288億円 83.1％増

建　築 474億円 27.5％減

海　外 438億円 （前年同期6億円）

不動産事業等 57億円 7.8％減

計 1,258億円 42.9％増



▪ 株式の状況
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連結貸借対照表  （単位：百万円）
POINT❶
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POINT❸
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■所有者別分布状況

個人・その他
28,291名
118,096,681株
（42.5％）
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163名
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20,680,798株  （7.4％）
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平成23年9月30日現在
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■ 株式のお手続きに関するお知らせ
単元未満株式の買取・買増制度について

　当社の株式は単元株式数が1,000株となっており、単元未満株式（1～999株）については市場で売買はできませんが、当社に対して1,000株
（単元株式数）となるよう買増請求（購入）することができます。または単元未満株式を当社に対して買取請求（売却）をすることができます。

特別口座から証券会社の口座への振替について

みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
フリーダイヤル　0120-288-324（平日9：00～17：00）

　特別口座に記録されている株式については、特別口座のままでは売買できません（単元未満株式を除く）ので、ご売却等ご希望の場合に
は証券会社に取引口座を開設して、開設された口座に株式を移し替える手続き（振替申請）が必要です。
※現在株券をお持ちの株主様や、以前株券を持っていたが現在所在が分からなくなった株主様は、特別口座で管理されている可能性があり
ますので、当社特別口座管理機関みずほ信託銀行株式会社証券代行部にお問い合わせください。

・証券会社に口座を開設されている株主様は、お取引証券会社にご連絡ください。
・それ以外の株主様は、下記のみずほ信託銀行株式会社証券代行部にご連絡ください。

買増請求（購入）の場合
株主様が800株を所有している場合例

株主様

1,000株（単元株式数）
にしたい

200株の買増請求
買増代金

200株

特別口座から証券会社の口座への振替申請の手続きの場合 手続きに関するお問い合わせについて

株主様

特別口座から証券会社の
口座へ振替申請するメリット
・株式の売買ができる。 2.特別口座からの振替申請 3.振替

1.証券口座開設手続き

買取請求（売却）の場合
株主様が800株を所有している場合例

株主様

売りたい
（0株にしたい）

買取請求
800株

買取代金

みずほ信託銀行株式会社
証券会社

手続き内容 お問い合わせ先

特別口座から
証券口座への
振替請求

みずほ信託銀行株式会社
証券代行部フリーダイヤル
0120-288-324
（平日9：00～17：00）

事 業 年 度 毎年4月1日〜翌年3月31日
剰余金の配当基準日 3月31日
定 時 株 主 総 会 毎年6月下旬
単 元 株 式 数 1,000株
株 主 名 簿 管 理 人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号

みずほ信託銀行株式会社
公 告 方 法 電子公告（http://www.nishimatsu.co.jp/）

ただし、やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができない場合には、
日本経済新聞に掲載する方法により行います。

「ひまわりプロジェクト in 美田園」への協力
ひまわりプロジェクトは、花で地域と地域、人と人

をつなぐ…ひまわりの生長と共に地域の中に元気と笑
顔を育んでいただきたい…そんな想いを持った全国の
企業や大学などの有志による民間プロジェクトです。
「ひまわりプロジェクト in 美田園」は、宮城県名取

市の仮設住宅に隣接する当社所有の土地に、直径
20mの円形とそれを囲む10カ所の2m×3mの長方形
の花壇を造成して「美田園花の広場」をつくり、そこ
にひまわりの苗を植え、地域のコミュニティを育む場
を提供することで、少しでも復興支援に役立つように
と、ひまわりプロジェクト実行委員会と当社が共同で開催したものです。

6月26日、小雨が降る中、首都圏の学生や市民の手によって種から育てら
れ、復興への願いが込められた約1,000本の苗を、仮設住宅住民の皆様を
はじめとする地域の方々や実行委員会関係者など総勢約200名で植え付けま
した。

植え付けたひまわりは、8月に満開となり、10月1日にはひまわりの種の収穫祭を行いました。ひまわり
の後には菜の花を植え、菜の花が終わった後には、またひまわりを植える予定です。当社は、今後ともこ
のプロジェクトを継続的に支援してまいります。

FM仙台「ハートフルライフ」を放送
当社は、7月2日から毎週土曜日の朝8時30分より、FM仙台

が放送する「ハートフルライフ」（25分番組）を提供しておりま
す。この番組では、さまざまな人の感動秘話・人とのつながり
で生まれた逸話など「人と人との絆」をテーマとした心温まるス
トーリーを紹介。番組を聴取されるすべての方にハートフルな
時間と、復興に向けて元気になれる番組を目指して提供してお
ります。
近藤社長も出演しました。

※上記お知らせは、単元未満株式買取、口座振替手続きを強要・勧誘するものではございません。お手続きについては、株主様でご判断いただきますようお願い申しあげます。

トピックス
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200株の買増請求
買増代金

200株

特別口座から証券会社の口座への振替申請の手続きの場合 手続きに関するお問い合わせについて

株主様

特別口座から証券会社の
口座へ振替申請するメリット
・株式の売買ができる。 2.特別口座からの振替申請 3.振替

1.証券口座開設手続き

買取請求（売却）の場合
株主様が800株を所有している場合例

株主様

売りたい
（0株にしたい）

買取請求
800株

買取代金

みずほ信託銀行株式会社
証券会社

手続き内容 お問い合わせ先

特別口座から
証券口座への
振替請求

みずほ信託銀行株式会社
証券代行部フリーダイヤル
0120-288-324
（平日9：00～17：00）

事 業 年 度 毎年4月1日〜翌年3月31日
剰余金の配当基準日 3月31日
定 時 株 主 総 会 毎年6月下旬
単 元 株 式 数 1,000株
株 主 名 簿 管 理 人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号

みずほ信託銀行株式会社
公 告 方 法 電子公告（http://www.nishimatsu.co.jp/）

ただし、やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができない場合には、
日本経済新聞に掲載する方法により行います。

「ひまわりプロジェクト in 美田園」への協力
ひまわりプロジェクトは、花で地域と地域、人と人

をつなぐ…ひまわりの生長と共に地域の中に元気と笑
顔を育んでいただきたい…そんな想いを持った全国の
企業や大学などの有志による民間プロジェクトです。
「ひまわりプロジェクト in 美田園」は、宮城県名取

市の仮設住宅に隣接する当社所有の土地に、直径
20mの円形とそれを囲む10カ所の2m×3mの長方形
の花壇を造成して「美田園花の広場」をつくり、そこ
にひまわりの苗を植え、地域のコミュニティを育む場
を提供することで、少しでも復興支援に役立つように
と、ひまわりプロジェクト実行委員会と当社が共同で開催したものです。

6月26日、小雨が降る中、首都圏の学生や市民の手によって種から育てら
れ、復興への願いが込められた約1,000本の苗を、仮設住宅住民の皆様を
はじめとする地域の方々や実行委員会関係者など総勢約200名で植え付けま
した。

植え付けたひまわりは、8月に満開となり、10月1日にはひまわりの種の収穫祭を行いました。ひまわり
の後には菜の花を植え、菜の花が終わった後には、またひまわりを植える予定です。当社は、今後ともこ
のプロジェクトを継続的に支援してまいります。

FM仙台「ハートフルライフ」を放送
当社は、7月2日から毎週土曜日の朝8時30分より、FM仙台

が放送する「ハートフルライフ」（25分番組）を提供しておりま
す。この番組では、さまざまな人の感動秘話・人とのつながり
で生まれた逸話など「人と人との絆」をテーマとした心温まるス
トーリーを紹介。番組を聴取されるすべての方にハートフルな
時間と、復興に向けて元気になれる番組を目指して提供してお
ります。
近藤社長も出演しました。

※上記お知らせは、単元未満株式買取、口座振替手続きを強要・勧誘するものではございません。お手続きについては、株主様でご判断いただきますようお願い申しあげます。
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